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特集

地域で支える
精神障害者の暮らし
法改正と新たな指針を受けて

精神障がいのある人の生活を支えるために 天野和子

「精神障害者に対する医療を確保するための指針」の
ポイントと，それを具体化するための方策 尾崎美弥子

新たな時代の精神科病院と地域保健福祉行政の
連携の可能性 柳尚夫

保健所における退院支援活動の取り組み
精神障害者を地域で支えるために 渡辺倫子

障害をもつ人と地域住民が「共に生きる町づくり」を
実現するために 長野敏宏

精神障がい者が街で生活するための支援
出雲市とふあっとの取り組み 矢田朱美

連載

もう一度学ぶ「状況設定問題」 鈴木みちえ
ナカイタ発 保健師へのつぶやき 中板育美
新しい健康日本21の取り組み事例 小林俊博／尾島俊之
姫井先生と考える 健康に生き抜くためのヒント 姫井昭男
「困りごと」から考える

地域づくり型保健活動の考え方と進め方 岩永俊博
ニュースウォーク 白井正夫

●その時は突然やってきた。地

震というものはいつもそうなのだ

が，その時は，気がついた時には

回りが揺れていて，窓から見た道

路の向かいのビルが斜めに見え

た。●あれから3年，福島で活

動している保健師の方々のお話を

伺ったが，「3・11」もフクシマ

も，まだ決して終わってはいない

と思った。誰が何と言おうとも。

(杉之尾)

●私は20年近く前に神戸で震災

を経験しました。赤い空から灰が

降る光景を忘れることはないでし

ょう。●復興を象徴するゆるキ

ャラは何体か存在しますが，兵庫

県のはばタン，福島のキビタンを

挙げてみます。はばタンは(ああ

見えて)不死鳥，キビタンは(ああ

見えて)キビタキと，どちらも復

興へ向けて羽ばたく鳥を模してい

ます。地面の出来事を空の象徴に

託す，というのも興味深いです。

(平田)

●特集の座談会を収録した日は，

偶然にも震災発生から1000日目

でした。3名の保健師の方から語

られた内容以上に，その後ろに隠

れたたくさんの語れないことの存

在も感じました。今後のつながり

のなかでその重みを少しでも分か

ち合えたらと思います。 (伊藤)

編集後記
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